
8

福
祉
の
ひ
ろ
ば

若
者
た
ち
の
明
日
の
た
め
に
●
労
働
組
合
に
入
っ
て
「
正
し
く
キ
レ
よ
う
！
」

2
0
1
1
年
8
月
号

＋税定価 本体500円

編集 総合社会福祉研究所
発行 社会福祉法人 大阪福祉事業財団
発売 かもがわ出版

ISBN978-4-7803-0502-9
C0336 ¥500E

福祉のひろば2011年8月号
1985年5月25日第三種郵便物認可
2011年8月1日発行（毎月1回1日発行）

1985年5月25日第三種郵便物認可 2011年8月1日発行（毎月1回1日発行）ISSN 0287-4490 通巻502号

20112011

編集 総合社会福祉研究所

福祉のひろは

特 集

若
者
た
ち
の
明
日
の
た
め
に

　

シ
ュ
ー
カ
ツ
（
就
職
活
動
）
は
い
ま

　

労
働
組
合
に
入
っ
て
「
正
し
く
キ
レ
よ
う
！
」

　

若
者
た
ち
の
厳
し
い
雇
用
の
背
後
に
あ
る
も
の
は
何
か

シ
リ
ー
ズ　

沖
縄
か
ら
平
和
を
考
え
る
〈
第
四
回
〉

　
　
　

復
帰
前
の
沖
縄
の
米
軍
基
地
に
一
万
三
〇
〇
〇
ト
ン
！

　
　
　

貯
蔵
さ
れ
た
致
死
性
毒
ガ
ス
兵
器
撤
去
の
た
た
か
い

しもむら ゆきひと

山梨県立大学教授　下村幸仁 さん

被災した生活保護利用者への義援金等の収入認定による保護廃止の不当性

ひろばトーク



正しくキレよう！
──地域労組おおさか青年部──

　地域労組おおさか青年部は、一人でも、だれでも入れる労働組合で、39歳までの青年たち
が活動しています。個人では解決が難しい問題でも、「労働組合」という憲法と法律に基づく
組織なら解決できることがあります。「労働組合を身近に感じてもらいたい」と書記長の中

なかじま

嶌
聡
あきら

さん（写真右）は話します。



　問題を解決するのは当事者です。労働組合は、当事者に「労働者の権利」を知ってもらい、
問題の解決をサポートしています。当事者が主体的に自分の争議に取り組めるよう、争議や法
律の具体的な知識を得るための研究会を行っています。
　また、＂問題＂ には常にそれを生み出す＂構造＂ があり、そこに着手しなければ、社会問題
の解決はできません。一介の労働者が企業に立ち向かうための＂戦略＂ を真剣に考え、自分の
問題だけでなく社会の問題に立ち向かっていくために、学習しています。



　「サービス残業を告発したい」という直接の相談はあまりありません。しかし、他の相談で
来られた方に「ところで、サービス残業は？」と聞くと、「ある」と答える方がとても多いの
です。「サービス残業は仕方ない」と思っているのです。青年部は、サービス残業の告発もお
手伝いします。



　

　団体交渉という当事者がもっともしんどい場面を青年部みんなで助け合うために、およそ
100名の青年部員に団交の日時を発信し、都合のつく部員は団交に参加します。何も言い返せ
なくても、知識がなくても、仲間が隣にいるというだけで、当事者にとってはとても心強いの
です。（文　申佳弥／今回の写真は、地域労組おおさか青年部に提供していただきました。グ
ラビア用に撮影されたものではないため、画像の粗いものもありますが、青年部の生き生きし
た活動が伝わってきます。関連記事16 ～ 20ページ）
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被災した生活保護利用者への
義援金等の収入認定による
保護廃止の不当性
　

山梨県立大学人間福祉学部教授　下
しもむら

村　幸
ゆきひと

仁さん

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
支
給
さ
れ
る
義
援
金
や
原
発
被
害
に
よ
る
仮
払
補
償
金
を
収
入
認
定
し
、

生
活
保
護
を
一
方
的
に
廃
止
す
る
と
い
う
事
件
が
福
島
県
や
宮
城
県
で
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
福

島
県
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
や
福
島
県
弁
護
士
会
な
ど
と
連
携
し
て
、
こ
の
不
当
処
分
の
取
り
消

し
を
求
め
て
た
た
か
い
を
始
め
ま
し
た
。

義
援
金
は
、
生
活
再
建
と
生
活
保
障
の
た
め
に
被
災
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
仮
払
補
償

金
は
、
東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
被
害
か
ら
の
物
的
・
精
神
的
な
被
害
に
対
し

て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
福
島
県
の
南
相
馬
市
福
祉
事
務
所
等
は
、
自
立
更
生
の
た
め
に

充
て
ら
れ
る
費
目
・
額
を
矮わ
い
し
ょ
う小化
し
て
生
活
保
護
利
用
者
に
説
明
し
、
六
月
一
日
付
で
一
方
的
に
保
護
廃

止
処
分
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
六
月
一
〇
日
に
南
相
馬
市
と
福
島
県
相そ
う
そ
う双
保
健
福
祉
事
務
所
に
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
交

渉
に
よ
り
、
相
双
福
祉
事
務
所
か
ら
出
さ
れ
た
義
援
金
等
の
収
入
認
定
の
取
扱
い
通
知
は
、
県
の
主
管
課

で
あ
る
社
会
福
祉
課
に
相
談
の
上
、
自
立
更
生
に
充
て
る
も
の
を
「
例
示
」
し
た
も
の
と
い
う
事
実
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
「
例
示
」
の
矮
小
性
に
つ
い
て
認
め
、
同
所
で
は
積
み
上
げ
方
式
で
丁
寧
に

処
理
し
て
お
り
保
護
廃
止
に
至
っ
た
世
帯
は
な
い
と
の
回
答
で
し
た
。

し
か
し
、
南
相
馬
市
福
祉
事
務
所
は
「
義
援
金
等
手
持
金
で
の
生
活
が
優
先
さ
れ
る
」
と
い
う
方
針
の

下
、
壊
れ
た
家
具
什じ
ゅ
う
き器

の
買
い
換
え
費
用
程
度
し
か
自
立
更
生
の
た
め
の
費
用
控
除
を
認
め
よ
う
と
し
ま

せ
ん
。
担
当
係
長
か
ら
は
「
避
難
所
で
は
お
に
ぎ
り
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
の
水
）
も
支
給
さ
れ
る
か
ら
、

お
金
は
要
ら
な
い
」
と
の
暴
言
が
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
き
わ
め
て
生
活
感
や
人
権
感
覚
の
欠
落
し
た
不

当
な
取
扱
い
に
よ
り
、
同
市
だ
け
で
も
一
五
〇
世
帯
が
保
護
の
廃
止
処
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
か
ら
は
、
五
月
二
日
付
で
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
生
活
保
護
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
そ
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しもむら　ゆきひと
1978年、広島市役所就職。2005年までの20年間、生活保護ケー
スワーカーとして勤務。2005年から2010年まで会津大学短期大
学部社会福祉学科助教授・教授を経て、2010年から現職。

の
三
）」
と
い
う
重
要
な
通
知
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
義
援
金
等
の
「
収
入
認
定
を
し
な
い
も

の
の
取
扱
い
」
に
関
し
、
自
立
更
生
の
た
め
に
充
て
た
場
合
の
控
除
に
つ
い
て
「
被
災
者
の
被
災
状
況
や

意
向
を
十
分
に
配
慮
し
、
一
律
・
機
械
的
な
取
扱
い
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
」
よ
う
指
導
し
て
い
ま

す
。
少
な
く
と
も
、
保
護
廃
止
を
前
提
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
不
当
な
行
政
処
分
は
な
ぜ
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
問
題
の
背
景
に
は
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
社
会
保
障
制
度
改
革
の
議
論
が
あ
り
ま
す
。
議
論
の
柱
の
一
つ
に
は
「
生
活
保
護
の
見
直
し
」
と

震
災
後
の
社
会
保
障
の
羅
針
盤
と
し
て
の
国
民
相
互
の
「
共
助
」
の
強
調
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
福
島
県
は
六
月
二
〇
日
に
、
私
た
ち
の
運
動
に
配
慮
し
た
内
容
の
通
知
を
改
め
て
出
し
ま
し

た
。「
第
一
次
義
援
金
に
つ
い
て
は
…
…
包
括
的
に
自
立
更
生
計
画
書
に
計
上
」
し
、「
使
途
に
つ
い
て
確

認
す
る
必
要
は
な
い
」
と
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
南
相
馬
市
以
外
は
実
質
的
に
収
入
認
定
し
な

い
取
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
六
月
二
四
日
に
は
、
全
生
連
が
厚
労
省
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
た
た
か
い
と
し
て
、
不
当
な
廃
止
処
分
を
受
け
た
生
活
保
護
利
用
者
の
方
々
の
生
存
権
を

護
る
た
め
、
一
人
で
も
多
く
の
利
用
者
が
審
査
請
求
を
行
え
る
よ
う
意
志
の
統
一
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
生
活
保
護
を
申
請
さ
れ
る
方
に
対
し
て
も
、
不
当
な
取
扱
い
に
よ
り
受
給

抑
制
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
運
動
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
福
島
県
在
住
の
詩
人
で
あ
る
和わ
ご
う
り
ょ
う
い
ち

合
亮
一
氏
の
詩
を
紹
介
し
、
義
援
金
や
仮
払
補
償
金
は
収
入

認
定
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
訴
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

喪
失
の
悲
憤
の
渦
に
、
巻
か
れ
も
し
よ
う
、
激
化
す
る
社
会
の
矛
盾
に
、
不
気
味
な
煙
火
に
、

放
射
能
と
い
う
幽
霊
の
肉
体
に
、
家
と
家
族
を
失
っ
た
悲
し
み
に
…
…
、
立
て
よ

�

（@
w
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五
月
二
五
日w

eb

）



若
者
た
ち
を
待
ち
か
ま
え
て
い
る「
選
択
の
自
由
」と
い
う
名
の
排
除
の
構
造
と「
自
己
責
任
」

と
い
う
名
の
ノ
ル
マ
達
成
の
企
業
社
会
は
、
回
避
で
き
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
現
実
を
彼
ら
に
押

し
つ
け
て
い
ま
す
。

入
場
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
ず
に
入
り
口
前
に
並
ぶ
長
い
行
列
（
就
職
活
動
）。
や
っ
と

の
思
い
で
入
っ
た
職
場
で
は
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
―
―
。
三
人
の
就
活
事
例
と
熊
沢
誠
さ

ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
通
し
て
考
え
ま
す
。�

　（
編
集
主
幹
）

◇

何
十
社
と
い
う
企
業
の
採
用
試
験
を
受
け
、
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
い
る
就
活
生
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、彼
・
彼
女
た
ち
の
生
活
実
態
と
〝
働
く
〟
こ
と
に
対
す
る
思
い
を
追
い
ま
し
た
。

今
、
若
者
た
ち
の
労
働
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、〝
働
く
〟
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、

そ
し
て
、
若
者
た
ち
は
今
の
厳
し
い
状
況
に
ど
う
立
ち
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
、
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
取
材
担
当
　
編
集
室
　
申
佳
弥
）

若
者
た
ち
の

　
　
明
日
の
た
め
に

─
─〝
就
活
〟
の
現
実
、

　
　
そ
し
て
若
者
た
ち
の
労
働
に
何
が
起
き
、

　
　
何
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
─
─

特集

日の出を待つ若者たち（西オーストラリア・
モンキーマイヤにて／写真　下野祇園）



福祉のひろば　2011－89

就
活
は
三
回
生
の
六
月
か
ら

大
学
生
の
就
職
活
動
（
就
活
）
は
、

早
い
人
で
三
回
生
の
六
月
か
ら
始
ま
り

ま
す
。「
リ
ク
ナ
ビ
」
や
「
マ
イ
ナ
ビ
」

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
就
職
情
報
サ

イ
ト
が
、
三
回
生
の
六
月
か
ら
オ
ー
プ

ン
す
る
た
め
で
す
。
夏
頃
に
は
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
学
生
が
一
定
期
間
、

企
業
等
で
研
修
生
と
し
て
働
き
、
就
業
体

験
が
で
き
る
制
度
）
が
あ
り
、
企
業
説

明
会
が
始
ま
る
の
は
秋
頃
か
ら
で
す
。

就
活
の
基
本
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
（
事
前
登
録
）

→
説
明
会
→
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
志

望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
書
く
書
類
。

以
下
、
Ｅ
Ｓ
）
の
提
出
→
筆
記
試
験
や

面
接
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
震
災

の
影
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
通
常
は
二

～
四
月
が
就
活
の
一
番
忙
し
い
時
期
と

な
り
ま
す
。

就
活
中
の
学
生
（
以
下
、
就
活
生
）

の
七
人
に
一
人
は
う
つ
傾
向
に
あ
る
と

か
、
平
均
し
て
一
人
四
四
社
に
Ｅ
Ｓ
を

提
出
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
な
か
な
か

内
定
を
も
ら
え
な
い
学
生
も
い
ま
す
。

実
際
に
今
の
就
活
生
は
ど
ん
な
思
い

で
、
ど
ん
な
就
活
を
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
若
者
の
“
働
き
た
い
”
と

い
う
願
い
に
は
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
近こ

ん
ど
う藤
美み

な名
さ
ん
（
立
命
館
大
学

文
学
部
四
回
生
）、
八は

っ
た田

香か

な

こ
菜
子
さ
ん

（
大
阪
経
済
法
科
大
学
経
済
学
部
四
回

生
）、
八や

ぎ木
大ひ

ろ
ゆ
き幸
さ
ん
（
立
命
館
大
学
産

業
社
会
学
部
四
回
生
）
に
伺
い
ま
し
た
。

三
人
の
シ
ュ
ー
カ
ツ

近
藤
さ
ん
と
八
田
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

約
一
二
〇
社
、
八
木
さ
ん
は
約
一
五
〇

社
の
企
業
に
プ
レ
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
そ

れ
ぞ
れ
三
〇
～
四
〇
社
の
企
業
に
Ｅ
Ｓ

就シ
ュ
ー
カ
ツ

職
活
動
は
い
ま		

〈
取
材　

編
集
室　

申し
ん

佳か

や弥
〉


